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泉南市教育委員会令和３年第８回定例会会議録 

 

 

（１）日時・場所 

    令和３年８月 19 日（木） 

    午後３時 00 分 開会   午後４時 29 分 閉会 

    泉南市役所 大会議室 

 

（２）教育委員会出席者 

    古川 聖登   教育長 

    片木 哲男   教育委員会委員（教育長職務代理者） 

    薮内 進    教育委員会委員 

    栁澤 泰志   教育委員会委員 

    太田 淳子   教育委員会委員 

 

（３）事務局出席者の職氏名 

    岡田 直樹   教育部長 

    桐岡 秀明   教育部参事兼教育総務課長 

    冨士 正浩   教育部参事（総務担当） 

    高山 智史   生涯学習課長 

    山口 雅美   教育部参事（青少年センター館長） 

    石橋 広和   文化振興課長 

    岩崎 誠    指導課長 

    鳴戸 大輔   人権国際教育課長 

    若林 ルミ子  人権国際教育課主幹（人権教育・幼稚園担当） 

 

（４）休憩・遅刻等について 

 

 

（５）会議録署名者の氏名 

    古川 聖登 

    薮内 進 
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泉南市教育委員会 令和３年第８回定例会 議事日程 

令和３年８月 19 日（木）午後３時 00 分 開会 

泉南市役所 大会議室 

日程番号 議案等の番号 件     名 

 

 

日程第１ 

 

日程第２ 

 

日程第３ 

 

日程第４ 

 

 

 

 

 

日程第５ 

 

日程第６ 

 

日程第７ 

 

 

日程第８ 

 

 

 

 

 

 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

 

 

 

 

議案第１号 

 

議案第２号 

 

議案第３号 

 

 

 

開   会 

 

会議録の承認 

 

会議録署名者の指名 

 

教育長報告 

 

事務局報告 

（１）「泉南市立学校プール廃止」決定の撤回に関する陳

情について 

（２）泉南市中学校給食調理等業務委託選定委員会設置要

綱の制定について 

 

中学校給食調理等業務委託選定委員の委嘱又は任命につ

いて 

泉南市立図書館協議会委員の任命について 

 

令和３年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第６号）（教

育委員会所管分）について 

 

その他 

・泉南市立小中学校再編計画＜複数原案＞住民説明会の実

施状況等について 

・ＪＥＴプログラム新規招致者について 

 



- 3 - 

午後３時00分開会 

○古川教育長 ただいまから、泉南市教育委員

会令和３年第８回定例会を開催いたします。 

 出席者が過半数であり、定足数に達しており

ますので、会議は適法に成立いたしました。 

 桐岡教育部参事兼教育総務課長。 

 

○桐岡教育部参事 本日、傍聴希望の方が３名

いらっしゃいますので、この場をお借りして報

告させていただきます。 

 

○古川教育長 ただいま傍聴者について報告

がございました。傍聴者に入室していただいて

よろしいでしょうか。 

 それでは、傍聴者に入室していただきます。 

 

（傍聴者入室） 

 

 傍聴される方々にお願いいたします。泉南市

教育委員会傍聴人規則により、次の３点を守っ

ていただくことになります。 

 １点目は、同規則第６条により、私語、会議

場の言論に対し批評し、可否の表明をしないこ

と。２点目は、議事の妨害となるような行為を

しないこと。３点目は、同規則第７条により、

写真、ビデオ撮影、録音をしないことです。 

 また、同規則第８条により、退席を命じるこ

とがありますので、あらかじめ御承知おきくだ

さいますようお願いいたします 

 これより、日程に入ります。 

 日程第１、会議録の承認についてお諮りいた

します。 

 令和３年第７回定例会会議録は、既に案とし

て委員の皆様に配布いたしており、確認をいた

だいておりますので、原案のとおり承認するこ

とに御異議ございませんか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、令和３年第７回定例会会議録は承認

することに決定いたしました。 

 次に、日程第２、会議録署名者の指名を行い

ます。 

 本日の会議録署名者は、教育委員会会議規則

第 13 条により、教育長のほかに教育長におい

て薮内委員を指名いたします。 

 次に、日程第３、報告第１号、教育長報告を

議題といたします。 

（報告開始） 

 このたびの豪雨災害に遭われた方々に、心か

ら見舞い申し上げますとともに、亡くなられた

方々に謹んでお悔やみ申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症については、大阪

府は依然として緊急事態宣言期間中であり、全

国的にも感染者が増加中です。泉南市内の学校

園は夏休み中ですが、児童生徒や教職員のＰＣ

Ｒ検査や新型コロナウイルス感染症陽性の連

絡が複数入ってきている状況です。新型コロナ

ウイルスの変異株（デルタ株）の感染力は強く、

決して油断できません。このことに関して、先

日臨時の校園長会を開催し、部活動等の対応や

一層の感染防止について、周知・徹底をお願い

しました。また、教職員のメンタルヘルスにつ

いても、管理職に対し注意喚起をいたしました。 

 さて、７月から始めました、各小中学校を回

っての泉南市立小中学校再編計画＜複数原案

＞住民説明会につきましては、度重なる延期を

経ましたが、今回は予定どおり開催でき、小学

校 10 校が終了いたしました。明後日から中学

校４校の住民説明会を開催予定です。小学校で

の説明会の概要は後ほど詳しくお伝えします

が、会場からは、様々な御意見や御提案等をい

ただいております。今後市民とともに、新しい

時代の泉南市の学校教育の拠点の在り方、まち

の在り方をつくり上げてまいりたいと思いま

す。 

 また、「教育長だより 31」に書いているよう

に、教職員用の業務用パソコンがそろいました。

教職員の皆さんには、夏季休業を利用しての研

修等が盛んに行われており、新しい時代の教育

に向け、意欲的な姿勢がみられ、うれしい限り

です。その意欲は、きっと子どもたちにも伝わ
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ると信じております。 

 また、JET プログラムにつきましては、現在

３人に来日していただいておりますが、７人目

まで来日する旨の連絡が来ております。さらに、

来日は未定ですが、サッカー専門の SEA（スポ

ーツ国際交流員）の人材も確保できたという連

絡が入っております。 

 ほかにも、社会教育分野等でも、『おしえ

て！！せんくま先生！！』シリーズの動画配信

や、樽井公民館での気象災害に備える防災資料

展など、市民や子どもたちに向け、各課知恵を

絞って取り組んでおります。 

 ２学期が間もなく始まります。子どもたちが、

困難に負けず、充実した学びができるよう、学

校関係者とさらに連携して取り組んでまいり

ます。 

 私からは以上でございます。 

(報告終了) 

 ただいまの報告に対し、御質問・御意見等は

ございませんか。 

 ないようですので、以上で本報告を終了いた

します。 

 次に日程第４、報告第２号、事務局報告を議

題といたします。「泉南市立学校プール廃止」

決定の撤回に関する陳情書が、教育長と教育委

員の皆様宛に提出がございました。内容につい

て、教育総務課から説明があります。 

 桐岡教育部参事兼教育総務課長。 

 

○桐岡教育部参事兼教育総務課長 それでは、

報告第２号、「泉南市立学校プール廃止」決定

の撤回に関する陳情書につきまして、説明させ

ていただきます。 

 事前に写しをお配りしていますとおり、この

たび、令和３年７月 29 日付で第１回せんなん

女性会議ＯＧ会れでぃご会長から、泉南市教育

委員会会議規則第５条第１項及び第２項の規

定によりまして陳情書が提出されましたので、

教育委員会事務局がこの陳情書を受理し、本教

育委員会会議の定例会において教育長を通じ

て教育委員会へ提出するものでございます。 

 提出された陳情書の趣旨につきましては、

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

を遵守し、学校プールの再開について教育委員

会で審議するよう求めるものとなっておりま

す。 

 陳情書の内容につきましては、その根拠の概

略として大きく４項目が挙げられております。 

 まず１ページの一番下、いつ、どこで、誰が、

学校プール廃止を決定したのかが不明。２ペー

ジ、学校プール廃止が教育委員会（定例会）で

審議されなかったのは、「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律」違反である。同じく２

ページ、３つ目、学校プールは泉南市策定の「泉

南市公共施設等最適化推進実施計画」の対象施

設にもかかわらず同計画のプロセスは履行さ

れていない。４つ目、竹中勇人市長は、温水プ

ールでの授業を来年も続ける根拠として、児童

生徒に行った温水プールのアンケート結果を

あげているが、児童に実施した温水プールのア

ンケートの設問では、学校プールとの比較評価

はできないということになっております。 

 それぞれ大きな項目の下に（１）から（３）、

項目によっては（４）までの小項目が設けられ

ておりまして、陳情書の考えが付記されており

ます。これを受けて本陳情書に対する教育委員

会事務局の考え方について説明させていただ

きます。 

 まず１番目、いつ、どこで、誰が、学校プー

ル廃止を決定したのかが不明という部分につ

きましては、平成 30 年９月に発生した台風第

21 号による被害状況を踏まえまして、平成 31

年度一般会計補正予算を要求するにあたり、教

育委員会事務局におきまして一般開放事業と

学校プール授業事業について検討を行った結

果、平成 31 年第１回教育委員会定例会におい

て、一般開放事業の中止と学校プール授業の実

施場所の一部を屋内プール利用へ変更するこ

と、それと老朽化が進む施設の利用中止に向け

た方向性について、議事として報告し、了承を
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いただき決定したものと考えております。 

 ２ページ２番目、学校プール廃止が教育委員

会定例会で審議されなかったのは、「地方教育

行政の組織及び運営に関する法律」違反である

という部分に関しまして、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律の21条におきましては、

地方公共団体が処理する教育に関する事務で、

教育委員会が管理し、及び執行する職務権限を

定めているものとなっております。これらには、

教育委員会からほかに委任又は代理させるこ

とができない案件のほか、事務方の代表である

教育長への事務委任又は代理執行が認められ

ているものも多数あり、その内容によって適切

に処理されております。 

 具体的には、一般開放事業、学校プール授業

事業及び学校プールの在り方について、教育委

員会の補助機関である教育委員会事務局が方

向性を検討し、平成 31 年第１回教育委員会定

例会において議事として報告して、了承いただ

いたものと考えております。 

 ２ページ、３番目、学校プールは泉南市策定

の「泉南市公共施設等最適化推進実施計画」の

対象施設にもかかわらず同計画で定められた

プロセスは履行されていないという部分に関

しましては、「泉南市公共施設等最適化推進実

施計画」は、行革・財産活用室が所管し、泉南

市から既に公開されている行政計画でありま

す。当該計画への学校プールに関する記載とし

ては、「市内学校プール施設（鳴滝小学校プー

ルを含む）」について、「学校プール授業の民間

活力の活用を検討、実施する」と記載しており

ます。すなわち、学校プール授業について、民

間活力の導入を検討実施施設の在り方を検討

する方針は公知の事実となっております。 

 こうした既存の行政計画に記載されている

事項について、教育委員会事務局が事務を行う

場合、関連する全ての計画を列挙して説明を行

うことは実際に現実的ではないため、学校水泳

授業の見直しについて、関連する全ての行政計

画を挙げていないことには瑕疵はないと考え

ております。 

 なお、学校水泳授業の見直しにつきましては、

周知の行政計画に沿いながらも、高温化する気

候、それと平成30年に発生した台風第21号の

被害等により、施設の安全性が十分に確保でき

ないこと、またプール授業については水泳指導

及び安全管理面の質の向上、教職員の負担軽減

などに寄与することができるなど、緊急の理由

により計画を前倒ししたものであると認識し

ております。 

 最後、３ページ、４番目、竹中勇人市長は、

温水プールでの授業を来年も続ける根拠とし

て、児童生徒に行った温水プールのアンケート

結果を挙げているが、児童生徒に実施した温水

プールのアンケートの設問では、学校プールと

の比較評価はできないということに関しまし

ては、今回実施しておりますプールの授業後に

児童生徒へ実施しているアンケートは温水プ

ールで行う授業の成果を図り、PDCA サイクルの

流れの中で、これからの水泳授業の改善を目指

すためのものであり、以前の方式と比較するた

めに実施しているものではないと考えており

ます。 

 以上、４点になりますけれども、このたび受

理した陳情書の内容の説明と、それに対する事

務局の考え方を付して報告とさせていただき

ます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 本件につきましては、教育委員

会事務局の説明のように、学校プールについて

は民間事業者のプールを利用するということ

を既に教育委員会定例会で決定しております。 

 ただいまの説明に対し、御質問・御意見等は

ございませんでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 今回、陳情書の内容につきましては、審議を

求めておられるわけでございますが、先ほどの

事務局の説明のように、既に決定しているもの

と思っております。 
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 これに御異議はございませんでしょうか。 

 片木委員、どうぞ。 

 

○片木委員 桐岡教育部参事兼教育総務課長

から御説明をいただきましたが、手続的には今

おっしゃった内容のとおりだと思っておりま

す。以前実施していた学校プールでの水泳授業

は、例えば気温が低く学校プールでの水泳授業

は中止ということや、また逆に気温が高過ぎて

熱中症の懸念があるということで中止となり、

水泳授業が実施できない日が多くありました。 

 今回、民間活力ということで温水プールを利

用することにしていますけれども、水泳授業の

日数が十分確保されております。しかも専門の

インストラクターに指導していただいている

ということで、教職員が指導するよりもはるか

に水泳授業としての効果が高いと思っていま

す。教職員は常に万能ということを求められま

すけれども、すべての方が、水泳が得意という

わけではありません。やはりそれぞれの道に長

けた方を配置していただくことによって、泳ぐ

力が向上し、泳ぐことにも子どもたちの関心が

高くなるということで、私は以前から温水プー

ルでの水泳授業をしたいという気持ちもあり、

いいことだと思っています。 

 教育長報告の中でJETプログラムの話が出た

のですが、これも今まで小学校で英語が導入さ

れましたけれども、多分JETメンバーとしてア

メリカから来たALTの方が実際にしゃべってい

るその言葉を聞いてみることは、やはり我々が

使う英語とは違い、現地の人が日常的に使って

いる英語を聞くことによって新たな発見や驚

きがあることは非常にいいことです。水泳でも

同じようにプロのインストラクターが水泳で

見本を見せ、それを子どもたちが見ることによ

って今までの教職員が行う授業とは違った新

しい発見があると思いますので、私はこの事業

を行うことは、非常によかったと評価いたして

おります。 

 また、教職員にとりましても、それぞれの教

科の専門の方に一定の部分を任せていくとい

う方向は、働き方改革にもつながり私はいいこ

とだと思っています。 

 

○古川教育長 ほかにございませんでしょう

か。 

 既に、学校教育では民間の温水プールでの授

業が行われているところでございまして、その

後につきましても学校関係者から特にお話は

ございません。コロナ禍でいろいろ御苦労はさ

れているかと存じますが、陳情書でお求めにな

っている根本的な問題として審議をする必要

はないと考えますが、これに御異議ございませ

んでしょうか。 

 全員異議なしと認めます。 

 以上で、本報告を終了いたします。 

 次に、泉南市中学校給食調理等業務委託選定

委員会設置要綱の制定について、教育総務課か

ら報告があります。 

 桐岡教育部参事兼教育総務課長。 

 

○桐岡教育部参事 それでは、報告第２号、事

務局報告（２）について、説明させていただき

ます。泉南市中学校給食調理等業務委託選定委

員会設置要綱の報告でございます。 

 本市の中学校給食につきましては、民間の給

食調理業者が調理した給食を各学校へ配達す

るデリバリー方式を採用しておりまして、平成

28年度からスタートしております。本来、業務

につきましては、令和４年７月で当該業務の期

間が終了するため、来年８月以降の調理事業者

の選定を今年度中に実施する必要がございま

す。つきましては、事業者選定を行うための委

員会を設置するため、今回泉南市中学校給食調

理等業務委託選定委員会の設置要綱を制定し

たものとなります。 

 設置要綱につきましては、第１条におきまし

て選定委員会の設置の趣旨を規定しておりま

す。第２条におきましては、選定委員会の所掌

事務を規定しております。第３条、組織といた
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しまして、選定委員会におきましては、委員５

人以内で組織すること、第２項におきまして、

その委員の基準と教育委員会が委嘱又は任命

することを規定しております。第４条におきま

しては、選定委員会に委員長を置きまして、そ

の委員長は委員の互選であることを規定して

おります。第５条におきましては、選定委員会

の会議の開催及び運営の基本事項、第６条にお

きまして、委員の守秘義務の規定、第７条にお

きまして、委員会の庶務については、教育総務

課が担当することを規定しております。 

 なお、最後に附則といたしまして、本要綱に

つきましては、その施行日が令和３年８月５日

としていることでございます。 

 泉南市中学校給食調理等業務委託選定委員

会設置要綱の説明につきましては、以上でござ

います。 

 

○古川教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 

 ないようですので、以上で本報告を終了いた

します。 

 次に、日程第５、議案第１号、中学校給食調

理等業務委託選定委員の委嘱又は任命につい

てを議題といたします。本議案の説明を教育総

務課からお願いいたします。 

 桐岡教育部参事兼教育総務課長。 

 

○桐岡教育部参事 それでは、議案第１号、泉

南市中学校給食調理等業務委託選定委員の委

嘱又は任命について、説明させていただきます。 

 本案につきましては、先ほど報告いたしまし

た中学校の給食調理等業務委託の選定委員会

の設置要綱に基づきまして、当該選定委員を委

嘱又は任命したいので、同要綱第３条第２項の

規定により、教育委員会の承認を求めるもので

ございます。 

 選定理由につきましては、２ページに書いて

おります。提案理由といたしましては、現在の

中学校給食調理等業務委託が令和４年７月に

終了し、同年８月以降についても学校給食を継

続していくため、令和３年度中に新たな事業者

を選定する必要がありますので、上記５名を選

定委員として適任者と認め、提案するものとし

ております。 

 各委員につきましては、１ページにお戻りく

ださい。委員につきましては、まず１人目、お

名前が大泉志保氏、新任でございます。学校長

から推薦された者として校園長会から推薦を

受けております。２人目、岡田直樹氏、新任と

いたしまして泉南市教育委員会事務局職員、教

育部長として参加していただきたいと考えて

おります。３人目、瀧本悦子氏、同じく新任と

して学校給食事業に関し専門知識を有する者

といたしまして、大阪府学校給食会から推薦を

受けております。４人目、中丁卓也氏、同じく

新任といたしまして学識経験者として公認会

計士の方でございます。最後、保坂敦子氏、新

任として学校給食事業に関し専門知識を有す

る者といたしまして栄養技士として参加を予

定している者でございます。 

 なお、３ページ、４ページにつきましては、

本選定委員会の設置根拠となります泉南市附

属機関に関する条例、４ページには先ほど報告

いたしました泉南市中学校給食調理等業務委

託選定委員会設置要綱の抜粋を添付しており

ます。 

 以上、簡単ではありますが、議案第１号の説

明とさせていただきます。御承認いただきます

ようよろしくお願いいたします。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 中学校給食に関して、提供される

量が多い方が親としてもうれしいでしょうし、

元気に育ってほしいという気持ちがあります

が、給食を残している度合いや、ここ数年の消

費状況はどうなっているのでしょうか。 
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○古川教育長 桐岡教育部参事兼教育総務課

長。 

 

○桐岡教育部参事 中学校給食につきまして

は、毎年の傾向として中学１年生の子どもたち

というのは、よく食べています。給食を残す量

も少ないのですが、中学２年生、３年生となっ

てくると給食を残す量が増えてきております。

特に顕著なのが、女の子は給食を残す量が多く、

運動している子どもたちは足らないという形

になりますので、おかわり御飯という形で一定

の数を学校にお届けしております。 

 ただ、小学校と違う点として、中学校給食は

ランチボックス形式ですので、食べ終わったと

きに蓋をされてしまうと給食の中身がどれぐ

らい残っているか分からないので、学校の先生

も指導というか、確認しづらいと聞いています。

味も含めて地産地消をＰＲするなど、食育に向

けた取組を進めておりますので、特に今年度、

補正予算がついた中で泉南市の食べ物をＰＲ

していくという形で、９月から新たな給食の献

立委員会を開き、そこで残さの量を確認してみ

たいと考えております。 

 以上です。 

 

○古川教育長 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 たしか先月の教育委員会定例会

において、地産の御報告をいただいたと思いま

す。ぜひよろしくお願いいたします。 

 

○古川教育長 ほかにございませんでしょう

か。 

 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本議案を承認することに御異議ございませ

んか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号は承認することに決定い

たしました。 

 次に、日程第６、議案第２号、泉南市立図書

館協議会委員の任命についてを議題といたし

ます。本議案の説明を文化振興課からお願いし

ます。 

 石橋文化振興課長。 

 

○石橋文化振興課長 それでは私から、泉南市

立図書館協議会委員の任命について、御説明申

し上げます。 

 ３ページにございます泉南市立図書館条例

第７条第１項に委員の任期は２年、ただし補欠

の委員の任期は前任者の残任期間とするとさ

れております。今回は、前任者の退任に伴いま

して御提案させていただくものでございます。 

 学校教育の関係者といたしまして、池住美樹

校長の異動に伴いまして、校園長会代表として

上中和則校長を新たに委員として任命したい

と考えております。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 

 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本議案を承認することに御異議ございませ

んか。 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号は承認することに決定い

たしました。 

 次に、日程第７、議案第３号、令和３年度大

阪府泉南市一般会計補正予算（第６号）（教育

委員会所管分）についてを議題といたします。 

 本議案の説明を教育総務課からお願いしま

す。 

 桐岡教育部参事兼教育総務課長。 

 

○桐岡教育部参事 それでは、議案第３号、令

和３年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第６
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号）（教育委員会所管分）について、説明させ

ていただきます。 

 本議案につきましては、令和３年度大阪府泉

南市一般会計補正予算（第６号）を要求するに

当たりまして、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第 29 条の規定に基づきまして、教

育委員会の御意見を聴取するため、提案するも

のでございます。 

  

 ２ページに要求している予算の各課の総括

を載せております。 

 まず、１番、総括は、生涯学習課、歳入が０

円、歳出が1,081 万 2,000 円。指導課、歳入が

０円、歳出が47万 2,000 円。人権国際教育課、

歳入が０円、歳出がマイナス1,980万 3,000円。

以上を合計いたしまして、歳入は０円、歳出に

つきましては、マイナス851万 9,000円となっ

ております。 

 詳細につきましては、３ページを御覧くださ

い。 

 ２番、歳入はございません。 

 ３番、歳出につきましては、生涯学習課、教

育費、成人記念祭開催事業といたしまして、補

正額が 25 万 6,000 円。こちらは、新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大防止のため、令和４年

の泉南市成人記念祭を中学校区ごとに３部制

で実施するための費用を増額するものでござ

います。 

 同じく生涯学習課、旧青少年センター除却事

業、補正額が562万 3,000 円。こちらは旧青少

年センターの除却に伴いまして、関連する委託

業務を追加、増額するものでございます。 

 同じく生涯学習課、国支出金・府支出金返還

金事業、補正額といたしまして、493 万 3,000

円。この内容は令和２年度の子ども・子育て支

援交付金の精算額確定に伴いまして発生する

返還金を計上するものでございます。 

 指導課、諸支出金、国支出金・府支出金返還

金事業、補正額が 47 万 2,000 円。こちらも令

和２年度子ども・子育て支援交付金の精算額確

定に伴います返還金を計上するものでござい

ます。 

 人権国際教育課、人件費事業、補正額がマイ

ナス 1,980 万 3,000 円。こちらは、JET プログ

ラム会計年度任用職員の来日が遅れているこ

とに伴いまして、その報酬を減額するものでご

ざいます。 

 今回、提案しております令和３年度大阪府泉

南市一般会計補正予算（第６号）につきまして

は、以上でございます。御承認いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

○古川教育長 ただいまの説明ですが、この補

正予算は来る９月議会にかけられる予定のも

のでございます。御質問・御意見等はございま

せんか。 

 薮内委員。 

 

○薮内委員 先のことになるかと思うのです

が、旧青少年センターを除却した後は更地にし

てしまうと思うのですが、その先の将来的展望

はどうなっていますか。 

 

○古川教育長 山口教育部参事（青少年センタ

ー館長）。 

 

○山口教育部参事 旧青少年センターの除却

後の土地の活用ということなのですが、現状は、

委員がおっしゃったとおり除却後更地にする

予定にしております。その後の活用につきまし

ては今回も測量の予算を計上させていただい

ていますけれども、土地が府所有の分もありま

す。市と府ときっちり分けた後、市の土地をど

のように活用していくかということにつきま

しては、今これをしますというような案はない

状態で、泉南市公共施設等最適化推進実施計画

との整合性もとりながら市全体としてどんな

活用ができるかというところを検討していく

というような状況でございます。 

 以上です。 



- 10 - 

 

○古川教育長 薮内委員。 

 

○薮内委員 廃校になっている学校が多いか

と思います。そこを何かに起用するという案も

ありますけれども、売却してしまって資産とし

て計上するといった計画とかはどうなってい

ますか。 

 

○古川教育長 山口教育部参事（青少年センタ

ー館長）。 

 

○山口教育部参事 今後どういうふうに活用

するかというのは、まだ正式には決定していな

いので、現状、教育部として活用する予定は立

っておりません。市全体としてどう活用するか、

将来的にもしそれが売却可能であれば売却と

いうこともあるかも分かりませんが、まだ何も

予定が立っていないという状況でございます。 

 

○古川教育長 よろしいでしょうか。 

 そのほか御質問・御意見等をございませんか。 

 よろしいでしょうか。 

 ないようですので、以上で質問・意見等を終

了し、議案第３号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本議案を承認することに御異議ございませ

んか。 

 全員異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号は承認することに決定い

たしました。 

 次に、日程第８、その他といたしまして、泉

南市立小中学校再編計画＜複数原案＞住民説

明会の実施状況等について、教育総務課から説

明があります。 

 桐岡教育部参事兼教育総務課長。 

 

○桐岡教育部参事 それでは、その他（１）と

いたしまして、泉南市立小中学校再編計画＜複

数原案＞住民説明会の実施状況等について、報

告させていただきます。 

 これは前回の教育委員会定例会でも報告さ

せていただいておりますので、続きの第７回以

降を報告させていただきます。 

 まず第７回一丘小学校におきましては、７月

31 日の土曜日に実施いたしまして参加者が 10

名、その翌日、第８回信達小学校につきまして

は８月１日の日曜日、参加者が 16 名、第９回

新家東小学校は８月７日の土曜日 24 名、直第

10 回東小学校は８月８日の日曜日７名という

結果になっております。 

 なお、説明会の中で出された意見・質問等に

つきましては、その他（１）②にまとめており

ます。第７回一丘小学校以降の質疑応答、意見

交換は10ページの81番から新たに追加してお

ります。 

 主な質問・意見は、まず10ページの 81番に

つきましては、一丘小学校ですけれども、本計

画については財政問題を解決するための小中

学校を統合する再編計画ではないのかという

意見もございました。 

 ページ変わって 11ページの 83番、本計画の

40年間を見据えたＡからＤ案では、どのくらい

のコストがかかるのかという質問もございま

した。 

 続いて 86 番では、バス通学になると子ども

に負担がかかるのではないか、87番、なぜ東小

学校は小規模校なのに残す計画となっている

のかという意見をいただきました。 

 次の 12 ページ、93 番、なぜ小中一貫教育が

必要なのか、96番、このような少人数しか参加

していない説明会だが、14回で終了するつもり

なのかという意見がありました。 

 続いて、13ページは第８回信達小学校におけ

る質問・意見になります。こちらも重複する質

問があるのですが、102 番、なぜ以前から進め

ている小中一貫教育から義務教育学校へ変更

したのか、104 番では、原則は古い校舎の順に

改修するはずであり、その場合、信達小学校は

２番目に古い学校であるが、なぜ改修時期が遅
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いのかという意見をいただきました。 

 15 ページ、121番、今いる子どもたちの教育

環境を充実させてほしい。 

 127 番からは第９回新家東小学校での質問・

意見になります。129 番におきまして、教育委

員会事務局から説明しました「特認校を増や

す」、「ニーズに合った学校の選択」は、具体的

にどのように考えているのか教えてほしいと

いう意見がございました。 

 16 ページ、一番上の 130 番におきましては、

防災の説明会では、体育館で十分でなけば校舎

を使うというような説明も聞いたことがある

のですが、市立小中学校の再編に伴い避難所が

減少することについてどう考えているのか。 

 140 番、141 番におきましては、学校の見守

りに参加していただいている方から、通学路の

整備、建物の安全性の確保が必要である。地域

での見守りも高齢化が進んでいるので、新たな

担い手の確保が困難になっている中、具体的な

解決策、対応方法はないのか。141 番、学校再

編を本計画のとおりに行うと、ＪＲ阪和線より

山側の学校が東小学校以外なくなってしまう。

小学生の通学時の安全確保を十分に考えてい

ただきたいという意見をいただきました。 

 143番からは第10回東小学校での質問・意見

になります。143 番では、柔軟な校区設定につ

いて、どのように考えているのか。145 番、せ

んなん子ども会議で非常によい取組をたくさ

んしているが、子ども会議で学校再編計画につ

いて意見を聞くことはできないのか。 

 146 番では、東小学校と同じような特認校を

増やしていく可能性はあるのか。149 番では、

計画の中に出てきております義務教育学校と

小中一貫校の設定についてどのように考えて

いるのか。 

 主にこのような御質問、御意見が出ておりま

した。今後、各中学校での説明会が残り４回に

なります。 

 予定といたしましては、泉南中学校が８月21

日の土曜日の午前 10 時から、その翌日、西信

達中学校が８月22日の日曜日、午前10時から、

第13回目一丘中学校、８月28日の土曜日、午

前 10 時から、最後 14 回目として信達中学校、

８月29日の日曜日、午前10時からを予定して

おります。 

 ７回、８回、９回、10回の住民説明会の実施

の状況につきましては、以上でございます。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 住民説明会の参加者数ですが、第

１回目から第 10 回目まで非常に少なく、住民

の関心が薄いと捉えていいものか、それとも学

校現場では保護者の方から学校に対して学校

再編計画について説明や意見を求められると

かいったこともあるのですか。 

 

○古川教育長 岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 ありがとうございます。前回

の教育委員会定例会におきまして、説明会の参

加人数が芳しくないということでしたので、取

組としまして、必ず説明会直前に各学校から保

護者の方々に一斉配信メールで説明会があり

ますという旨を伝えていただきました。そんな

中でも実際はこのような参加人数ですが、委員

御指摘の保護者から学校への問合せにつきま

しては、かねてはあったと聞いております。今

回夏休み期間が多いこともありまして、直接私

たちに学校からそういった報告はございませ

ん。今後、精査はしてまいりたいと思います。 

 以上です。 

 

○古川教育長 よろしいでしょうか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 本計画は今後 40 年間を見据えた

計画ということで、自分の子どもや孫よりもっ
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と先の話で、我が子も孫も対象外という感覚で

見られているのか。今まで広報せんなんにリー

フレットで入れていただいたり、情報発信はか

なり行き届いているので、あえて今回の説明会

に参加せずともという感覚でおられるのかと

私は眺めているのですがいかがでしょうか。 

 

○古川教育長 岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 失礼します。今お話がありま

したような 40 年先の話だからという御意見は

説明会でもございました。私どもが説明会でお

答えしていることは大きく２つございます。１

つ目に、１つの学校を造るのに５年、６年かか

りますという説明をしていますけれども、今回

学校再編のアウトラインが決まれば今から５

年、６年先に最初に建築する学校はもうできる

という意味では遠い話ではなく、比較的身近な

話になるということを御説明しています。２つ

目に 40 年間ということで長期的な視野に立た

なくてはならないのは、これから人口も減って

いく中で、今、方向を決めておかないと皆さん

のお子さんお孫さんの時代に大きな負債を抱

える形になり、今のまま小中学校 14 校で進め

ることによって様々な経費がかかってしまい、

その負担は、相当先まで影響があるいうお話は

させていただくようにいたしております。ただ、

それでもピンと御反応がないのは仕方がない

ところかなと思っております。 

 コロナ禍ということや、40年の計画のため先

の話だと思っていただいていることも踏まえ

て、反応が低調なのかなと思っていますが、以

前の教育委員会定例会でも御指摘いただいた

ように就学前の施設での説明会もさせていた

だこうかと考えております。また、説明会を行

う中で説明が足りない部分があったというこ

とも分かってきました。そういったことも適宜

適切に情報発信していきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

○古川教育長 よろしいでしょうか。 

 ほかにこの件に関して御質問・御意見等はご

ざいませんか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 ２つございまして、１つ目は住民

の皆さんはある程度このまま 14 校を抱えたま

ま進めるのはしんどいということを一定御理

解いただけているのかなという上で、どうして

いったらよいかという質問をいただいている

と思います。そのため、実際説明会で説明され

ている中で教育委員会事務局の方はどのよう

に意見を受け取られたのでしょうか。 

２つ目が、これまでたくさんの御意見をいた

だいているので、これを踏まえて大体一月半ぐ

らい経ちますので、この後の中学校での説明会

で同じような質問があったときに、どのように

修正してきましたというような何か変化した

点や改善されて見直した点などがあれば教え

ていただきたいと思います。 

 

○古川教育長 岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 住民の皆さんに学校を再編

していく方向についてお受け止めいただけて

いるのかという点についてですが、時間をつく

って説明会にお越しいただいて説明を聞こう

という関心がある方や、何らかの関係で来てく

ださっている方には教育委員会事務局の説明

も受け入れていただきやすいのかなと思って

おります。そういう意味で、説明会の場にお越

しになる方は本計画について御理解いただけ

ているのかなと考えております。 

 インターネットでのアンケートもさせてい

ただいていますが、アンケートの冒頭に設けた

学校再編計画を進めることについてどう思わ

れますかという質問に対しても、本計画自体が

駄目だという意見は少なく、理解できるという

お答えがありますので、このままの状態では駄

目で何か手を打たないといけないと御理解い
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ただいている方が多いのかなと思います。一方

で、説明会に来られていない方が圧倒的に多い

ので、今後説明会等に参加いただけていない大

多数の声なき声や、御反応についてはこれから

真摯に対応しなければならないと思っていま

す。そこでもしかしたらまた大きな動きがある

かもしれないと思っております。 

 以上です。 

 

○古川教育長 桐岡教育部参事兼教育総務課

長。 

 

○桐岡教育部参事 再編計画を第１期２期３

期４期と分けてありますけれども、説明会の中

で、１期は何年間ですかという質問があります。

教育委員会事務局からすれば当然 10 年間だと

思っているんですけれども、その質問を聞いた

ときにそういえばパワーポイントにその内容

は入っていなかったなと気づくことがありま

すので、そういった部分についてはできれば付

け足していきたいと思います。また、会場によ

っては光の入り具合によってパワーポイント

が見えづらいとおっしゃる方がいるので、実際

に会場に行くと本当に見えづらい部分があり

ました。そこについては文字を青色から黒色に

変えるなりして、できる限り見やすいデータに

しておきたいなと考えております。 

 それともう１点、改修、改築する学校は分か

ったが、それを待つ学校はどうしたらいいのか

と、その間は放っておくのかという意見があり

ました。ただ教育委員会事務局の資料の中では、

そういった学校は改修すると書いているんで

すけれども、どうしてもパワーポイントの部分

には改修の実施について書ききれていないの

で、皆さんは教育委員会事務局の説明に至らな

い部分があるという意識を持ちがちになりま

すので、そこについてはあえて質問を待つので

はなくて、こらちから積極的に、放っておくの

ではなく改修するということをアピールして

いかないといけないと反省しております。 

 以上です。 

 

○古川教育長 よろしいでしょうか。 

 ほかにこの件に関して御質問・御意見等はご

ざいませんか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 たしかに、先ほど桐岡参事が言わ

れたように、改修を待たないといけない学校区

の方は、その間のことは考えますよね。それぞ

れの地域の課題やポイントになる部分もあろ

うかと思うので、そこに住まわれている方から

の意見を全て拾っていくのは難しいと思いま

す。しかし先ほど御説明されたみたいに回数を

重ねて、全小学校区を回られたのですから、そ

れぞれの地域の特色的な考え方は御理解され

たと思います。次回からは、小学校区より大き

い中学校区になります。多分またそこから様々

な御意見が出てくると思いますので、御配慮い

ただきますようよろしくお願いいたします。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。 

 ほかにございますか。よろしいですか。 

 このまま予定どおり中学校４校の住民説明

会を８月中に終えますと、９月から教育委員会

の中で複数原案を複数案として、教育問題審議

会に諮問する案づくりに入っていくことにな

っております。 

 一方で、泉南市議会におかれましては、明日

を第１回目とする学校等公共施設調査特別委

員会を設置して、学校再編を含む公共施設の在

り方について、特別委員会を持たれております

ので、私ども適宜その特別委員会に対して教育

委員会事務局として必要な資料を提出してま

いりたいと考えております。その中で、学校再

編計画を策定する日程につきまして、コロナ禍

などもありまして予定どおりでない部分等ご

ざいますので、確定的なことは申し上げにくい

のですけれども、およその目安として、今後の

スケジュール等もお示ししてまいりたいと思
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っております。 

 この件はよろしいでしょうか。 

 次に、JET プログラム新規招致者について、

人権国際教育課から説明がございます。 

 鳴戸人権国際教育課長。 

 

○鳴戸人権国際教育課長 JET プログラム新規

招致者についてです。 

 先月の定例会以降、新たに４人のJETメンバ

ーの招致が決定いたしました。 

 ４人のお名前、１人目が Jeanie Chen（ジー

ニー チェン）さん、９月12日の日曜日に来日

予定です。２人目が Kyllie-Ann Yasutake（カ

イリーアン ヤスタケ）さんで、９月26日の日

曜日に来日、３人目がJoshua Lee Butts（ジョ

シュア リー バッツ）さん、こちらは 10 月３

日の日曜日、４人目に Amar Alnaqeeb（エイマ

ー アルナキーブ）さん、10月 10日の日曜日に

来日予定です。１か月間に４人の方が入ってき

てくれることが決定しております。 

 この後、配置する学校の調整や受入れの準備

等をしっかり進めていくこととなっておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○古川教育長 ただいまの説明に対し、御質

問・御意見はございませんか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 今まで来られた方は全員男性だ

ったんですけれども、今回来られる方の中には

女性のような名前が見受けられるのですが、１

人目から４人目までをもう少し詳しく教えて

いただきたいです。 

 

○古川教育長 鳴戸人権国際教育課長。 

 

○鳴戸人権国際教育課長 ジーニー チェンさ

んとカイリーアン ヤスタケさんのお２人につ

いては女性です。それから、ジョシュア リー 

バッツさんとエイマー アルナキーブさんは男

性です。今まで来ていただいた方が全員男性だ

ったので、初めて女性が来ていただけるという

ことになっております。 

 地域は、４人目のアルナキーブさんについて

はカナダから来ていただけると聞いておりま

す。他の３人については出身の地域は違うんで

すけれども、全員アメリカの方と聞いておりま

す。また新たな学校の授業、交流等もしていた

だけるかなと私たちも楽しみにしておるとこ

ろです。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。カナダ

も含めましてアメリカ、カナダというところは

多様なルーツの方がいらっしゃるようです。英

語だけでなく、ほかの言語が使える方もいらっ

しゃるということで、国際的な広がりが更に深

まると思い、期待しております。また、次々と

いらっしゃるものですから、皆様への御紹介等

については状況をみてさせていただきたく存

じますので、その点をお含みおきください。 

 片木委員。 

 

○片木委員 この方々のルーツが非常に多彩

だなと私は思ったんですけれども、例えばヤス

タケさんという女性の方のルーツは日本であ

るとか、リーさんは中国系の方とか、我々にと

っても非常に興味があります。 

 

○古川教育長 ありがとうございます。 

 そのほかJETプログラムに関してございます

か。 

 それでは、以上で本日の日程は全て終了いた

しました。 

 これまでの報告議案のほかに、この際御質

問・御意見等がございましたら御発言ください。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 ６月定例会で、夏休みの子どもの

居場所づくり事業について、コロナ禍で人数に
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は制限があると御報告していただいたと思う

んですけれども、どのように実施されたのかお

聞きしたいです。 

 

○古川教育長 山口教育部参事（青少年センタ

ー館長）。 

 

○山口教育部参事 夏休みの居場所づくり事

業についてですが、本日も実施していまして、

明日で全日程終了します。現在は、緊急事態宣

言下ですけれども、人数を絞って教室も２つに

分けて開催しました。ただ、昨日は、朝から大

雨警報が出ておりましたので残念ながら信達

小学校では実施できませんでした。お子さんは、

窒素を使った実験はあまり経験がないようで、

非常に喜んでいて、プログラムの中に、風船を

割り、音がばんっと鳴り驚くようなタイミング

もあるみたいで、そういうときにはすごく驚い

ていて、楽しんでいただけたと思います。もう

１つ、本読みのプログラムがありまして、本を

読むのが好きなお子さんもいますが、一方あま

り興味のないお子さんも、今回は実験と本読み

のどちらかを選ぶのではなくてセットでプロ

グラムを組みましたので、普段本を読まないお

子さんも、この機会に本にも接していただけた

のかなと思います。明日が最終日ですので、総

括については次回の定例会で御報告させてい

ただければと思います。 

 以上です。 

 

○古川教育長 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 子どもですので小さなきっかけ

で本や、実験から科学に目覚めてくれたらいい

かなと思います。ありがとうございます。 

 

○古川教育長 ほかによろしいでしょうか。 

 片木委員。 

 

○片木委員 ヤングケアラーという言葉を最

近テレビや新聞で見かけるのですが、それは小

学生や中学生が、例えばおじいさんやおばあさ

んの面倒を見るとか、弟や妹がいるので、その

子の世話をしなければならないという形で、中

には親の世話をしていることもあると聞いて

いるのですが、実際私は直接目にしたことはな

いですけれども、そのために、子どもが学校を

欠席しがちになっている事案が、日本の各地で

起こっているようです。泉南市ではヤングケア

ラーと呼ぶかどうかは別にして、そういったケ

ースを把握しておられるのかなというのが１

点です。もう１点、子どもが痩せてきたと、新

聞で読みました。思春期の子どもは体型を気に

してあまり食べないと、これはよくありますけ

れども、食事が十分に取れないという家庭が出

てきているということを目にしました。コロナ

禍の影響で、２年間にわたって経済的に非常に

打撃を受けている職種というのもありますし、

それに関連する御家庭であればそういうこと

もあるのかなと思うのですが、コロナ禍の影響

がこれだけ長く続くと、そういう形で子どもた

ちにも影響が出ているのかなと思いますので、

情報を教えていただけたらなと思います。 

 

○古川教育長 岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 失礼します。まず、私からヤ

ングケアラーの概要につきましてお伝えさせ

ていただきまして、把握している状況は担当課

からお伝えします。 

 ヤングケアラーにつきましては、実は私ども

も不勉強な状態がこの一、二年ほどあったと思

っております。市議会から１年ほど前からヤン

グケアラーはいかがかという御質問をいただ

くようになってきて、我々もその言葉を知るよ

うになりました。例えばですけれども、ケース

としては、お母様とお子様の母子家庭で、お母

様が病気になってしまって外に行けなくなっ

てお子様がお母様の看病をするがために学校

に行けなくなった。身内の方を子どもが面倒を
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見なくてはいけない状況になってしまい、学校

に行けないような状況になる。そういうケース

をヤングケアラーと呼ぶと聞いてございます。 

 対応としましては、そういった状況を把握す

る福祉部局と、子どもが学校に来られないとい

うことをすぐ認知できる学校の教育分野に分

かれていますので、教育と福祉の連携が大切だ

と言われております。最近報道されております

ように、国でもやっと厚生労働省と文部科学省

が連携して取組を始めたのが今年の春先だっ

たと聞いてございます。今後しっかりと国でも

体制をつくって、これから我々地方自治体での

取組という話が下りてくると思っております。 

 

○古川教育長 岩崎指導課長。 

 

○岩崎指導課長 ヤングケアラーの実態とい

うことでございます。今年の３月議会でも議員

からの御質問があり、お答えさせてもらった状

況としては、このための調査をしたということ

ではないのですが、学校に聞き取りをいたしま

した。そういったお子様、また御家庭の背景は

ないですかということで、学校からの回答は、

小学校で大体２名、中学校でも２名、合計４名

ほどいるとのことでした。我々は議会でも４名

ほどとお答えと併せて、そういったお子さんの

状況は詳しく聞きながら、どういったサポート

ができるのか福祉部局とも連携し、お子様がそ

ういうことで学校に来られないということが

ないように、しっかり見ていただいているとい

うことは確認しているという状況でございま

す。 

 子どもが痩せてきている点は、私も新聞で記

事を拝見しました。お子様がやせているという

問題については、養護教諭が、成長曲線とかそ

ういった取組もしております。毎年、毎学期の

身体計測の状況の中で発育曲線といいますか、

データと比較しながら気になるお子様につい

ては学校医に相談する中で早期発見し対応し

ていただいているという状況でございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 先ほどの中学校給食の選定委員

の議案説明の際に、食べていますかと質問した

のは、ある校区で、お母さんが帰ってこないか

ら、妹を連れて学校へ来たら給食にありつける、

温かいんだというような御家庭があるという

御報告を、何年か前の教育委員会定例会でいた

だいたと思います。ちょっと話がずれますけれ

ども、漫画で、「寒い、ひもじい、死にたいの

順番で不幸が来るねんで。」というようなせり

ふがありました。食べるということは明日への

活力になってきますので、腹が減っているとき

は前向きな考え方はできないのかなと思いま

す。学校がどこまで御家庭に関わることができ

るか分からないですけれども、数年前の御報告

でも、子どもも学校へ行ったら、食事にありつ

けるという状況があったので、学校としてでき

ることは最大限していただけていると、行政の

予算にもよりますが、給食が足りないというこ

とはないように、もりもり食べる泉南市の子ど

もたちみたいなテーマでやっていただけたら

なと思いました。 

 

○古川教育長 岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 ありがとうございます。子ど

もさんの食の貧困ということでございますと、

今具体的にそういうケースがあるというわけ

ではないですが、実際に新型コロナウイルスの

影響で、学校休業になった際に、子どもが学校

に来られないと給食が摂れない、食事は大丈夫

かと心配して号令をかけたことは実際ござい

ました。具体的なケースではございませんが、

夏休みなどの長期休業期間に、給食がないがゆ

えに御飯を食べていない子がいるという話を

耳にしたことはございます。実際にそういった

食に困っておられるお子様への対応としては、
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子ども食堂という取組になるのですけれども、

それについては昨年も福祉部門が市内の事業

者さんに対して、地域でしっかり子ども食堂を

やろうと声を上げていただいているところも

ございます。またそういう団体を支援する制度

もでき、昨年は２団体、今年も同じように３団

体ほど選定されて、子ども食堂等を通じて地域

の子どもに食を提供するという取組をしてい

ただいていると聞いております。我々教育部門

と並行して福祉部門でも取組はしていただい

ているというところでございます。 

 以上です。 

 

○古川教育長 桐岡教育部参事兼教育総務課

長。 

 

○桐岡教育部参事 給食につきましては、中学

校の給食と、小学校の給食もございますけれど

も、小学校については、ほとんど食べていて、

残さの率は２％、３％になっております。足り

ないということにならないように、たくさん食

べていただけるような給食を提供していきた

いと考えております。 

 以上です。 

 

○古川教育長 よろしいでしょうか。 

 学校の教職員、養護教諭も含めまして、社会

的にも大事なポジションで頑張っていただい

ているということを再認識いたしました。 

 片木委員。 

 

○片木委員 昔は確かに食べられない子がい

るということもありましたけれども、今の飽食

と言われる時代にそういう子どもがいるとい

うのは、福祉分野とも情報交換を密にしていた

だいて、そういうことにならないようにしてほ

しいです。子ども食堂の情報も学校にも福祉部

局からアナウンスしてもらって、個別には難し

いかもしれないですが、全体にこういう施設が

ありますよというアナウンスはできますので、

情報提供していただきたいなと思います。 

 

○古川教育長 この件について、ほかにござい

ますか。 

 ないようでしたら、今の話題以外にございま

せんか。 

 太田委員。 

 

○太田委員 先ほどの住民説明会のアンケー

トの中で、泉南中学校の教科センター方式がス

トップしていると書かれてあったんですけれ

ども、１年半ぐらいこの状態が続いていると思

います。昨年度入学した子がもう既に１年半経

過して、ひょっとしたらこのまま３年生になっ

てしまって卒業してしまうかもしれない、今後

の見通しはどうなっているのかお聞かせいた

だきたいと思います。 

 

○古川教育長 岡田教育部長。 

 

○岡田教育部長 ありがとうございます。教科

センター方式は、朝はホームベースに集まって、

そこから教科ごとに各教室を回るということ

でございますけれども、ホームベースが給食を

取ったりするスペースとしては狭いというこ

ともありますので、新型コロナウイルス感染症

対策ということで昨年の休業明け以降、原則と

して教科センター方式ではなくて、各教科の部

屋をホームベースとして運営しているという

状態が続いてございます。そのような形で新型

コロナウイルス感染症予防対策をしていると、

もちろん学校現場と、我々教育委員会事務局の

阪上教育部参与、岩崎指導課長が教科センター

方式の今後について打合せをずっとしておる

状況でございます。そのような中で、現場も可

及的速やかに教科センター方式に戻したいと

思っているんですけれども、今は新型コロナウ

イルス感染症対策のため難しいと考えている

ところでございます。検討はずっと続けている

ということでございますのでよろしくお願い
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いたします。 

 

○古川教育長 太田委員。 

 

○太田委員 教科の授業は、教科の部屋に移動

するのですか。それとも従来の学校の状態です

か。 

 

○古川教育長 岩崎指導課長。 

 

○岩崎指導課長 音楽、家庭科は、ほかの学校

と同様に特別教室で行っています。今、委員が

おっしゃった、国語、数学、英語、社会、そう

いったルームを子どもたちの学級、クラスルー

ムとして使用しているので、そこでの学習が今

行われているということになります。 

 

○太田委員 仕方ないですね。 

 

○古川教育長 岩崎指導課長。 

 

○岩崎指導課長 先ほど岡田部長からありま

した教科センター方式の検討委員会、校長、教

頭、それから各学年主任、担当教員、阪上教育

部参与、私、鳴戸人権国際教育課長、人権国際

教育課の西村主幹も含めて、話合いを四、五回

続けております。また、今月末も行って、教職

員の意見、我々の思いを確認しながら、このコ

ロナ禍が収まった頃を見計らって前向きにや

っていこうという話合いを続けているところ

です。 

 以上です。 

 

○古川教育長 よろしいでしょうか。 

 

○太田委員 はい。 

 

○古川教育長 ほかにございますか。 

 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 ニュースで、修学旅行の件も話題

になっていたと思うんですけれども、この緊急

事態宣言が果たして９月いっぱいまで延びる

のか、10月までになるのか分からないのですが、

昨年度の卒業生の、「我々の思い出は勉強だけ

か。」という言葉があったように、仕方がなく

て大人も我慢している部分はあるんですけれ

ども、修学旅行の準備というか、想定はどのよ

うにされているのでしょうか。 

 

○古川教育長 岩崎指導課長。 

 

○岩崎指導課長 ありがとうございます。今、

各学校で泉南市においては、８月に修学旅行を

予定していた学校はございませんでした。９月

を予定している学校は２校あったのですが、現

時点で泉南市において９月に実施する学校は

ございません。10 月、11 月に修学旅行を何と

か実現しようと、旅行業者と日程の調整をして

いただいているというところです。 

 例えば、宿泊を伴わない形で日帰り旅行を実

施する、日帰りを何回かに分けて行う、２泊３

日の予定を１泊２日にするとか、行き先を他府

県ではなく、大阪府内にするなど、担当学年の

教職員と管理職を含めて、実現に向け様々な案

を出して旅行業者とも調整していると聞いて

います。 

 以上です。 

 

○古川教育長 栁澤委員。 

 

○栁澤委員 今回、緊急事態宣言区域が増えま

した。コロナ禍が今後まだ収まらずに、さらに

緊急事態宣言を発する都道府県が増えたタイ

ミングに修学旅行が当たってしまったら大勢

の外食でも、個々の食事の場にしかならないの

かどうかということもあるので、なかなか難し

いと思うんですけれども、よろしくお願いいた

します。 
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○古川教育長 そのほか御発言はございます

か。 

 よろしいでしょうか。 

 ないようでしたら、次回、泉南市教育委員会

令和３年第９回定例会の日程について、お諮り

したいと思います。 

 原則第３火曜日の前後といたしましたので、

９月 21 日前後になろうかと思いますが、教育

総務課から提案をお願いします。 

 桐岡教育部参事兼教育総務課長。 

 

○桐岡教育部参事 ただいま教育長からおっ

しゃっていただいたとおり９月 21 日前後とい

うことなのですが、まずは９月21日の火曜日、

22 日の水曜日、24 日の金曜日、この３日間で

調整をお願いいたします。 

 

（日程調整） 

 

○古川教育長 それでは、次回の教育委員会定

例会の開催日時は、令和３年９月 24 日の金曜

日の 15時からといたします。 

 以上をもちまして、泉南市教育委員会令和３

年第８回定例会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

署 名 （           ） 

    （           ） 


